
無料
FREE

●すべてオンラインで提供されます。
●対象は日本国内の中高英語教員です。
●4週間のオンライン講座となります。
　各講座約20時間の活動時間が必要です。
●スケジュールや興味によって、
　1コースから登録することが可能です。
●講座はオンディマンド・ベースで提供されるため、
　自分のペースで受講することが可能です。
●コースを修了した方には、
　国際教養大学から修了証が授与されます。
●すべてのコースは無料です。
　アメリカ大使館からの援助により
　提供されています。

英語指導法研修プログラム事務担当：ヘイル、ミヤ
E-mai：ettp@gl.aiu.ac.jp ※メールでお問合せください。お電話は受け付けておりません。 https://coil.aiu.ac.jp/

お問い合わせ先：国際教養大学 専門職大学院英語教育実践領域

●インストラクター：
　Dr. James Sick （テンプル大学ジャパンキャンパス）
●実施期間：2023年7月3日（月）～7月30日（日）

　テストの作成と評価は、すべての教員にとって必要不可欠です。
本講座では、まず評価理論の基本の概念を学ぶことによって、
テスト作成能力を高めていきます。次に、リーディングと
リスニングの多肢選択問題および短文記述式問題の作成方法や、 
スピーキングとライティング用のルーブリックのデザインを
学ぶことにより、総合的なテストの設計方法を身につけます。
最後に、創造性や受容力を統合すると言われているディク
テーションと、読書力の診断に用いられるcloze testの2つに
ついて考察します。 
　講義と資料配布に加え、参加者の皆さんには、実際にテスト
問題を作成し他の参加者に提示する課題を完成していただき
ます。

●インストラクター：
　Dr. Chris Carl Hale （国際教養大学）
　Ms. Chrystabel Butler （クイーンズランド大学)
●実施期間：2023年7月31日（月）～8月27日（日）

　日本の労働環境の急激な国際化に伴い、異文化間コミュニ
ケーション能力は日本の若者の将来にとって重要な課題と
なっています。英語力が重要なことはもちろんですが、異文化間
コミュニケーションの中で言語を使いこなすことはさらに
重要です。適切なコミュニケーションのためには、人々が何を
重視し、それを人間関係やコミュニケーションスタイルを通じて
どのように表現し、どのように相互の違いを解決するのかを
理解することが必要です。文化がコミュニケーションに与える
影響について批判的に理解するためには、まず自分自身の文化
様式を理解し、それが他の文化様式に対する認識にどのような
影響を与えるかを理解しなければいけません。
　本講座では、文化がコミュニケーションスタイルや価値観、
信念、論理の組み立て方、紛争解決にどのような影響を及ぼすかを
学びます。また、実践的な活動やタスクを通して、自分自身の
文化様式に対する自己認識を高めていただきます。

●インストラクター： 
　Dr. Chris Carl Hale （国際教養大学)
　Ms. Chrystabel Butler (クイーンズランド大学)
●実施期間：2023年7月31日（月）～8月27日（日）

　授業中の英語の使用が重視される中、自分に十分な英語力が
あるかどうか自信を持てない先生方は、自身の英語力に不安や
準備不足を感じているのではないでしょうか。英語で行われる
授業をより有意義なものにしていくためにも、自分の英語力には
自信を持っておきたいものです。 
　本講座では、様々なスキルアップの活動を通して、 専門的な
英語スキルへの自信をつけていただけます。 
注:本講座の内容は、以前行われた講座内容とは異なります。 本講座受講の
ために以前開講された講座を受講している必要はありません。また、過去の
スキルアップ講座を受講された先生方も、今回の講座で新たな内容を体験
していただけます。

英語教員のための、言語スキル向上 
Language Skills Brush-Up for English Teachers

異文化間コミュニケーション概論
Introduction to Intercultural Communication

英語教員のための、テスト作成と評価
Test-making and Assessment for English Teachers

2023年

オンラインコースシリーズ
英語指導法・スキルアップ

応募フォーム
https://forms.gle/TMUQmm58WgA4qgTF8

応募締切り：6月30日（金）

応募締切り：7月28日（金）応募締切り：7月28日（金）

主催：アメリカ大使館
提供：国際教養大学専門職 大学院英語教育実践領域
後援：文部科学省


